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 コロナ関連の補正予算 コロナ関連の補正予算

子育て世帯への臨時特別給付子育て世帯への臨時特別給付金金（10万円）　５億 3460万円（10万円）　５億 3460万円
18 歳以下の子どもに現金 10万円を一括給付します。※所得制限あり

12/13 上程　５万円給付の審議内容（議案第 60 号）
　 Q　�クーポン券の場合、手間や経費がかかるため、

残りの５万円は現金給付が良いのではないか。
　 A　現金給付もしくは町の商品券と考えている。
12/14（国が一括給付を容認）
12/15上程　10万円一括給付の審議内容（議案第61号）
　 Q　�10万円一括給付を決断した町長の思いは何か。
　 A　�国から 10 万円一括給付でも良いという方針

が示されたため、該当する方々には年末まで
に 10 万円を一括で給付したいという思いか
ら決断した。

Q&A

ワクチン接種事業費　4050万円ワクチン接種事業費　4050万円
３回目のワクチン接種に向けての費用です。

Q　�３回目の初期費用が縮小しているのはなぜか。
A　�今までの接種で会場の備品等は購入している。

これを活用するため。

Q&A

 国民健康保険条例、国民健康保険税条例改正 国民健康保険条例、国民健康保険税条例改正

出産育児一時金を引き上げます出産育児一時金を引き上げます
40 万 4000 円→ 40 万 8000 円40 万 4000 円→ 40 万 8000 円
１月１日から産科医の掛金が１分娩あたり1.6万円から1.2万円と4000円
引き下げられるため、出産育児一時金が4000円引き上げられます。

Q　�一時金を受け取るには、住
民は何か手続きをするのか。

A　�出産後、医療機関が町に
請求して町が医療機関に
支払う。そのため、住民
は手続き不要である。

Q&A

未就学児の均等割額が未就学児の均等割額が
２分の１減額されます２分の１減額されます
均等割額は国保加入者１人あたりにかか
る金額です。４月１日から実施されます。

Q　�該当する未就学児の人数で
どのくらい減額になるのか。

A　�令和３年11月30日現在、
該当する人数は126人で、
減額は約 121 万 8800 円
になる。

Q&A

子ども達の成長を願って
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新型コロナウイルス対策、新型コロナウイルス対策、安 心　安 全 のまちづくりに向けてのまちづくりに向けて
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 コロナ以外の主な補正予算 コロナ以外の主な補正予算

 水道会計補正予算 水道会計補正予算

定住促進奨励金　710万円定住促進奨励金　710万円 中古住宅を購入または購入後、解体して新築をした場合に奨励
金を支払います。※その他要件あり（詳細は都市建設課へ）

Q　増額させる理由は何か。
A　�中古住宅の解体新築にかかる奨励金が、当初見込

みを上回る申し込みがあるため。

Q　�高陽団地等で一定の成果がある。将来を踏まえて
どう考えているか。

A　�この奨励金は令和２年度から４年度までのため、５年度
以降は、これまでの成果を踏まえて制度の検討を行う。

Q&A

交通安全施設工事　1500万円交通安全施設工事　1500万円 町内のガードパイプが腐食し、寄りかかった高齢者が転落する事
故があったため、腐食したガードパイプを点検して修復します。

Q　交通安全施設工事の増額の理由は？
A　�歩道の転落防止柵が老朽化し、事故が発生したこ

とにより、緊急点検と修繕工事を行うため。

Q　�財源が一般財源となっているが補助金等の活用は
できないのか。

A　�緊急を要すると判断し、一般財源としている。

Q&A

受水費　670万円受水費　670万円 三里松原内にある吉木水源、糠塚水源の地下水揚水ポンプに不具合が生じたこ
とにより取水量が落ちたため、北九州市からの受水量を増やさざるを得ません。

Q　�今までの対応として、北九州市からの受水にあ
たっては約 15%と認識しているが、これは市と
の契約に明記してあるのか。

A　�市との協定は平成 26 年。協定上は「１日 1300
トンの受水に努める」となっており、義務ではな
い。これが約 15%にあたる。

Q　ここ３年程度の実績はどうなっているか。
A　�おおむね14%程度である。令和２年度については、

コロナ禍で在宅需要の増加に伴い受水も増加した。

Q&A
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
の
意
義
や
交
付
の
仕
方
等
に

違
和
感
が
あ
る
も
の
の
、
一
括
給

付
さ
れ
る
こ
と
で
、
給
付
を
受
け

る
多
く
の
方
々
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
振
込
手
数
料

等
余
分
な
経
費
、
ま
た
職
員
の
業

務
負
荷
の
軽
減
が
図
れ
る
た
め
、

こ
の
補
正
内
容
は
妥
当
と
考
え
る
。

　

一
方
、
従
前
よ
り
国
際
交
流
協

会
へ
の
補
助
金
の
予
算
措
置
の
適

正
化
を
求
め
て
い
る
が
、
適
正
な

補
助
金
額
は
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
。
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
す

ぎ
、
他
受
給
団
体
と
の
公
平
性
を

欠
い
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

　

補
正
第
５
号
、
６
号
同
様
、
令

和
３
年
度
に
お
け
る
予
算
の
適
正

化
を
求
め
、「
予
算
補
正
額
」
に
反

対
す
る
。

　

補
正
第
６
号
は
、
所
得
制
限
が

あ
る
も
の
の
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
と
し
て
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
に
10
万
円
の
う
ち
、

先
に
現
金
５
万
円
が
給
付
さ
れ
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
補
正
第
７
号
は
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
に
残
り
の
現
金
５
万

円
が
給
付
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
残
り
５
万
円
を
給
付
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
10
万
円
の
一
括
現

金
給
付
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

12
月
13
日
の
連
合
審
査
会
で
、

町
長
は
残
り
の
５
万
円
は
現
金
か

商
品
券
の
ど
ち
ら
か
を
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
数

日
の
間
に
現
金
を
選
択
し
た
こ
と
、

あ
わ
せ
て
10
万
円
を
一
括
給
付
に

し
た
と
い
う
町
の
決
断
を
評
価
し

て
賛
成
す
る
。

太お
お
た田

　
清き

よ
と人

　
議
員

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

反 

対

賛 

成

補
助
金
適
正
化
へ
の
予
算
補
正
を

町
の
決
断
を
評
価

令和３年度　一般会計補正予算（第７号）

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容
採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

川
地
　
啓
輔

神
崎
　
宣
昭

平
山
　
正
法

安
里
　
雅
恵

太
田
　
　
強

木
原
　
大
輔

横
山
　
貴
子

市
津
　
広
海

曽
宮
　
良
壽

広
渡
　
輝
男

太
田
　
清
人

三
浦
　
　
進

岡垣町国民健康保険条例の一部を改正する条例 12/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 12/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度　岡垣町一般会計補正予算（第５号） 12/15 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

令和３年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 12/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第２号） 12/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第２号） 12/15 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度　岡垣町一般会計補正予算（第６号） 12/15 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

令和３年度　岡垣町一般会計補正予算（第７号） 12/15 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

専決処分の報告について　
－岡垣東中学校トイレ改修工事請負契約の変更について－ 12/3 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 12/3 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 12/3 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 12/3 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。

討論・賛成反対表（一覧表）



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ページ 議員氏名 内　　容

５ 太田　清人 　１．�コミュニティ（地域共同体）存続の具体策に
ついて（その１）

６ 平山　正法 　１．気候変動対策について
　２．Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備について

６ 木原　大輔
　１．�子育て世代の定住につながる「子どもの遊び

場」の充実について
　２．スポーツと観光の連携について

７ 川地　啓輔 　１．充実した行政サービスについて

７ 安里　雅恵
　１．総合案内について
　２．町自慢のおいしい水を維持するために
◇３．主権者教育について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

太
田

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
・
少
子
化
に
加

え
、
社
会
構
造
や
住
民
意
識
の
変
化
に
よ
り
、

自
治
区
お
よ
び
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
担
い

手
が
極
端
に
減
少
し
て
お
り
、
存
続
の
危
機

を
迎
え
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

町
は
こ
の
危
機
的
な
現
状
に
対
し
、
ど
ん

な
具
体
的
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

町
長

第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
計

画
推
進
の
基
盤
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
促
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
か
ら
の
業
務
が
自
治
区
や
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
適
宜
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、

自
治
区
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
行
政
懇

談
会
の
開
催
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
関

係
団
体
と
の
協
議
や
地
域
に
お
け
る
位
置
付

け
の
検
証
な
ど
自
治
区
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
ま
す
。

太
田

従
来
の
や
り
方
で
は
こ
の
諸
課
題
へ

の
対
応
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白

で
す
。
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識
の
う
え
、
自

治
区
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
＝
総
合
的
な
支
援
機
関
を
校
区
単
位
く

ら
い
で
新
規
に
設
置
す
る
な
ど
、
も
っ
と
行

議員
町長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
は
喫
緊
の
課
題

今
後
も
地
域
と
連
携
、
協
力
し
取
り
組
む

政
が
踏
み
込
ん
で
積
極
的
に
対
応
す
る
方
法

は
検
討
で
き
な
い
の
で
す
か
。

町
長

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
起
ち
上
げ
の

際
に
、
連
日
の
議
論
を
重
ね
、
身
近
に
話
し

合
っ
た
結
果
、
青
パ
ト
の
取
組
を
生
ん
だ
経
験

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
行
政
の
職
員
が

地
域
と
接
す
る
機
会
を
多
く
す
る
、
距
離
を

縮
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

認
識
は
一
致
し
て
お
り
、
今
後
、
ど
う
い
う
や

り
方
で
実
現
し
て
い
く
か
検
討
を
進
め
ま
す
。地域を支える校区コミュニティ活動

太
お お た

田　清
き よ と

人 議員

5 町政を問う　一般質問
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木
原

岡
垣
町
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
両

政
令
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
あ
る
が
、

公
園
な
ど
の「
子
ど
も
の
遊
び
場
」の
環
境
整

備
は
十
分
と
は
い
え
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
定
住
に
つ
な
が
る
「
子
ど

も
の
遊
び
場
」
の
充
実
に
つ
い
て
町
の
考
え

方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

近
年
は
、
老
朽
化
に
よ
り
撤
去
せ
ざ

る
を
え
な
い
遊
具
が
あ
り
、
財
政
的
事
情
か

ら
未
更
新
の
遊
具
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
、
少
子
化
に
よ
り
遊
具
以
外
の
利

用
形
態
を
望
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
、
地
域
の
ご
意
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
計
画
的
な
遊
具
の
更
新
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
原

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
自
然
を
相
手
に
遊
ぶ
人
た

ち
の
活
動
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
に
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
遠

賀
宗
像
自
転
車
道
休
憩
施
設
も
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か

し
た
観
光
振
興
の
拠
点
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
活
用
ま
た
は
Ｐ
Ｒ
を
し

議員
町長

子
ど
も
の
遊
び
場
の
充
実
を

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

て
い
く
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

こ
の
休
憩
施
設
は
、
ク
ル
ー
ズ
ト
レ

イ
ン
「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
の
監
修
に
よ
り
整
備
さ

れ
る
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
だ
け
で
な
く
多

く
の
人
が
訪
れ
る
町
の
観
光
資
源
と
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
県
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

の
基
点
と
し
て
町
内
を
周
遊
す
る
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
増
加
し
、
町
内
経
済
へ
の
波
及
効
果

を
高
め
る
施
設
と
な
る
よ
う
県
と
協
議
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

着工された遠賀宗像自転車道休憩施設

平
山

昨
年
10
月
、
国
会
で
２
０
５
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
宣
言
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
問
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
可
能
な
限
り
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
す
か
。

町
長

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
向

け
た
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
太
陽

光
・
風
力
発
電
の
導
入
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
国
県
が
進
め
る
洋
上
風
力
発

電
事
業
の
動
向
把
握
や
、
連
携
中
枢
都
市
圏

に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取

組
の
検
討
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
山

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
サ
ン

リ
ー
ア
イ
や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
た
と
考
え
ま
す
。
同
時

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
会
議
も
増
え
た
と

思
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で

議員
町長

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を

再
度
検
討
し
導
入
を
研
究
す
る

し
ょ
う
か
。

町
長

平
成
30
年
度
の
検
討
時
と
比
べ
、
技

術
の
進
展
や
新
た
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
も

安
価
に
構
築
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公

共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
再

度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
を
利
用
し
た
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
を
十
分
に
考
慮
し
、

利
便
性
と
安
全
性
を
両
立
さ
せ
た
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
環
境
の
導
入
を
研
究
し
ま
す
。

早期導入に期待

町政を問う　一般質問

平
ひらやま

山　正
まさのり

法 議員

木
き は ら

原　大
だいすけ

輔 議員
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安
里

来
庁
し
た
方
が
最
初
に
向
か
う
の
が

総
合
案
内
で
す
。
玄
関
入
っ
て
正
面
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
目
立
ち
ま
せ
ん
。
町
役

場
の
顔
と
言
え
る
総
合
案
内
が
も
っ
と
目
立

つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

周
り
に
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
や
町
の
地
図
を

配
置
し
て
い
る
た
め
、
気
づ
き
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
実
施
す
る
本
館
一
階
ロ
ビ
ー
の
改
修

に
合
わ
せ
て
、
少
し
で
も
来
庁
し
た
人
が
利

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
全
体
の
レ
イ
ア

ウ
ト
の
見
直
し
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

安
里

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
現
在
の
満
足
度

と
今
後
の
重
要
度
の
１
位
に
地
下
水
源
を
守

り
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
と
あ
り
ま

す
。
水
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
町
の
取
組
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長

町
内
に
６
つ
あ
る
水
源
と
こ
れ
ら
を

取
り
巻
く
周
辺
環
境
保
全
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
活
排
水
改
善
の
た
め

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
里

１
０
０
年
の
歳
月
を
経
て
壮
大
な

山
々
と
大
地
か
ら
生
ま
れ
る
天
然
の
地
下
水

を
水
道
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

貴
重
な
水
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、
よ
り

議員
町長

お
い
し
い
水
を
維
持
す
る
た
め
に

地
下
水
や
河
川
の
保
全
に
努
め
る

い
っ
そ
う
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町
長

お
い
し
い
水
の
維
持
・
水
環
境
の
保

全
は
、
住
民
一
人
一
人
が
水
の
使
い
方
や
生

活
排
水
処
理
設
備
の
使
い
方
に
配
慮
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
汚

水
処
理
構
想
な
ど
に
基
づ
き
、
今
後
も
地
下

水
や
河
川
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

安
あ さ と

里　雅
ま さ え

恵 議員

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

川
地

行
政
と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
昔
と
比
べ
て
変
わ
っ

た
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次

総
合
計
画
に
お
い
て
、
目
指
す
町
の
将
来
像

を
「
自
然
と
共
生
す
る
し
あ
わ
せ
実
感
都
市

岡
垣
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
福
祉
の
向

上
、
住
民
の
幸
福
感
を
高
め
る
こ
と
が
最
も

大
事
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
昔
と
比

べ
て
、
行
政
の
仕
事
の
質
が
高
ま
っ
た
こ
と

と
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
変
わ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

川
地

令
和
４
年
４
月
か
ら
正
面
玄
関
入
口

の
横
に
新
し
い
部
署
が
出
来
ま
す
が
、
そ
の

部
署
を
設
置
す
る
目
的
は
何
で
す
か
。

町
長

現
在
の
広
報
情
報
課
の
広
報
広
聴

係
、
産
業
振
興
課
の
企
業
誘
致
・
商
工
観
光

係
を
中
心
と
し
た
課
を
新
設
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
町
外
へ
の
発
信
力
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
広
聴
担
当
部
署
を
住
民
に
近
い
場
所

で
あ
る
本
館
１
階
に
設
置
す
る
こ
と
で
広
聴

機
能
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
地

町
長
の
考
え
る
透
明
性
の
あ
る
町
政

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
距
離
を
縮
め
る

議員
町長

よ
り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

今
後
も
丁
寧
な
説
明
や
対
応
に

�

努
め
て
い
き
た
い

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
適
切
な

情
報
提
供
を
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
取
組
や
考
え
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝

わ
る
こ
と
で
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

け
、
ま
た
、
共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

事
業
へ
の
協
力
な
ど
も
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

情
報
提
供
の
重
要
性
や
効
果
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
継
続

し
て
実
施
し
た
い
で
す
。

町政を問う　一般質問

より住民に近づくために（職員研修）

総合案内の親切な対応

川
か わ ち

地　啓
けいすけ

輔 議員
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プ
ロ
が
見
た

�

議
会
だ
よ
り
お
か
が
き

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
応
募

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会

日
時　

11
月
18
日

場
所　

福
岡
県
自
治
会
館

演
題　

住
民
に
信
頼
・
共
感
さ
れ
る
議
会
広
報
紙
づ
く
り

　
　
　

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

講
師　

�

エ
デ
ィ
タ
ー
、
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト�

吉
村　

潔　

氏

▼
評
価

　

・�

ま
ち
の
総
合
計
画
へ
の
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
示
し

て
い
る

　

・�

住
民
が
関
心
を
も
つ
議
案
を
中
心
に
選
定
し
て
い
る

　

・�

予
算
審
議
の
活
発
な
討
論
が
印
象
に
残
る

　

・�

町
民
の
顔
が
見
え
る
紙
面
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い

▼
改
善
点

　
　

�

色
使
い
が
過
剰
な
の
で
整
理
し
て
使
う
こ
と

▼
こ
れ
か
ら

　
　

�

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指
摘
を
受
け
た
こ
と
を
意
識
し
て
、

今
後
も
広
報
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
議

会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

色づかいを
抑えると

岡垣町議会
CLINIC

色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

全14ページ

シンプルですが
目を引く表紙

人がいると
広報写真
らしくなります

積み重ねが
議会の認知度UP
につながります

コーナータイトルは
小さめ、活動テーマ
等を大きく掲載

▼�

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
、
プ
ロ
（
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト
）

か
ら
直
接
講
評
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
で
す
。
福
岡

県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
４
月

25
日
発
行
（
１
２
９
号
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

8

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日時 委員会等 議題

10 月 15 日 議会運営 議長からの諮問

11 月 18 日 研修会 議会広報研修

11 月 19 日 議会運営 第 4 回定例会運営

12 月  3 日
～ 15 日 本会議

第 4 回定例会（13 日間） 
本会議・一般質問（5 人） 
委員会・全員協議会

12 月23 日
28 日 議会広報 議会だよりの編集

1 月 13 日 研修会 町村議会議員研修会

３月定例会の
お知らせ

３月２日（水）開会の予定です

議 会 の 動 き 検索は
こちらから

会議録 議会中継

議会の動き
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横よ
こ
や
ま山

　
貴た

か
こ子

神か
ん
ざ
き崎

　
宣の

り
あ
き昭

太お
お
た田

　
清き

よ
と人

三み
う
ら浦

　
　
進す

す
む

木き
は
ら原

　
大だ

い
す
け輔

安あ
さ
と里

　
雅ま
さ
え恵

川か
わ
ち地

　
啓け

い
す
け輔

広ひ
ろ
わ
た
り渡

　
輝て

る
お男

市い
ち
づ津

　
広ひ

ろ
み海

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

太お
お
た田

　
　
強つ

よ
し

森も
り
や
ま山

　
浩こ

う
じ二

曽そ
み
や宮

　
良よ

し
ひ
さ壽

あけましておめでとうございます

議
長
あ
い
さ
つ

�

岡
垣
町
議
会
議
長　

森
山　

浩
二

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
中
で
、
新
た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
の
中
、

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
感
染
者
の
抑
え
込
み

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
大
会
関
係
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
国
だ
か
ら
こ
そ
、
成
し
得
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

数
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
選
手
の
皆
様
に
は
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
、
大
谷
翔
平
選
手
が
満
票
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
し
ま
し

た
。
日
本
人
の
一
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
私
た
ち
議
員
一
同
、
決
意
も
新
た
に
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
４
年
１
月
１
日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

�

（
役
場
庁
舎
前
）



Ｑ　やまびこの会の概要について教えてください。
Ａ　�昭和50年頃に始まったと聞いています。平成５
年に、今のやまびこの会となり、49人で活動し
ています。平均年齢は72歳ですが、ボランティ
ア精神旺盛な活動集団です。

Ｑ　住民の皆さんへ一言
Ａ　�60代の若い方の参加がほしいですね。最近は特
にボランティア意識の低下を感じています。もっ
と多くの方に参加していただきたいです。

　火曜日は調理ボランティアの会、金曜日はぶどうの樹のお弁当を配達しているよ。
ボランティアをやってみたい方も募集しているよ！お問い合わせは、

社会福祉協議会／担当松本まで　TEL 283-2940

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第８回

～やまびこの会（配食ボランティア）～

Ｑ　やりがいや苦労・悩みはありますか。
Ａ　�やりがいは「喜ばれる」ことです。私たちは見
守りの仕事も兼ねていますので、皆さんの元気
な笑顔が一番です。苦労は、車が入りにくい所
はお弁当を抱えて５分以上歩くこと（笑）。悩
みといいますか、配達も高齢化していますので、
事故が心配です。

Ｑ　町や議会に望むことは何ですか。
Ａ　�高齢者主体の活動ですので、運転免許証更新の
手続きに苦労しています。町から講習会の優先
受講や補助など支援があると助かります。

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

　「見守り」も兼ねてお弁当を配達しています。

皆さんの笑顔を見るだけで幸せです！

　やまびこの会は、一人暮らしや食材の調達、調
理が難しい高齢者等、町が認定した方々にお弁当
をお届けするボランティアグループです。毎週火・
金曜日に３人１組、５つの地域に分けて１時間半
程度をかけて配達しています。

やまびこの会の活動内容
「ボランティアの
輪を広げたい」
と熱意を伝える
富
とみやす

安栄
えいじ

次会長

今日も元気に
行ってきます！
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